
企業の出勤状況調査（2024年1月分）

＜アンケート結果総括＞

▪️集計結果概要

・約7割の企業がテレワークを実施、約5割の企業が時差出勤を実施している

・8月に引続き、12月も取組をした企業は横ばいとなった。

以前から引続き、多くの企業の皆様には、テレワークや時差出勤を始めとするスムーズビズの取組にご協力いただい
ています。

テレワークや時差通勤を始めとするスムーズビズの取組は、通勤ラッシュの回避や新しいワークスタイルの実現に新
型コロナウイルス感染症の再拡大防止にも役立ちます。引き続き、スムーズビズにご協力をお願いします。

調査にご協力いただき、ありがとうございました。

引き続き、定期的に調査を行い、登録企業の皆さまの取組状況把握に努め、 都の取組検討に活用してまいります。

今後とも、アンケートへのご協力をお願いいたします。
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企業の出勤状況調査（2024年1月分）

＜実施概要＞
■対象：約 58,000社
（スムーズビズ・時差Biz及び2020TDM推進プロジェクト登録企業、スムーズビズ実践期間の事後アンケート回答企業）

■質問項目

■総回答企業数：1,362社

■実施期間：2024年1月9日〜 1月26日

企業規模内訳 業種内訳 2

Q1: 12月の取り組み内容 Q4: 従業員の出勤割合

Q2: 2023年8月からの取組規模の変化 Q5: 従業員の出勤時刻

Q3: テレワークと時差出勤について
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0.9% 0.9% 0.4% 0.2% 0.7%
情報通信業

サービス業（他に分類されないもの）

卸売業・小売業

製造業

学術研究・専門技術サービス業

建設業

医療・福祉

不動産業・物品賃貸業

運輸業・郵便業

金融業・保険業

教育・学習支援業

生活関連サービス業・娯楽業

宿泊業・飲食サービス業

複合サービス業

公務（他に分類されるものを除く）

電気・ガス・熱供給・水道業

分類不能の産業
（n=1,362）
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テレワーク（在宅勤務、終日）

時差出勤

テレワーク（在宅勤務、半日単位または時間単位）

フレックスタイム制
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Q1: 12月の取り組み内容

12月に回答企業が実施した取組内容内訳（複数回答可）

・全ての回答のうち、約7割がいずれかのテレワークを実施している

・全ての回答のうち、約5割が時差出勤を実施している

取り組み内容と企業規模の内訳
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（N=1,362 ／複数回答）
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Q2: 2023年8月からの取組規模の変化

2023年8月と比較したテレワーク・時差出勤の取組規模の変化

・テレワークは約6割、時差出勤は約5割の企業が同程度の規模で取組を継続している

・8月に引続き、12月も取組をした企業は横ばいとなった。
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取組規模を拡大した 引き続き、8月と同程度で実施した 縮小した 今月は取り組まなかった もともと取り組んでいなかった

（ｎ = 1,362）

（ｎ = 1,362）

（ｎ = 1,621）

（ｎ = 1,621）



取組規模の変化と従業員の出勤割合

Q2の取組規模と出勤状況の関係

・テレワークについて、「取組規模を拡大」、「同程度で実施」した企業では、半数以上が8割以下

の出勤状況となっている一方、縮小した企業では、8割以上が半数を超えている。

・時差出勤についても、「取組規模を拡大」、「同程度で実施」した企業では、半数以上が8割以下

の出勤状況となっている。
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（ｎ = 1,362）
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取組規模の変化と従業員の出勤時刻

Q2の取組規模と出勤時刻の関係

・テレワークについても、「取組規模を拡大」、「同程度で実施」した企業では、ピーク時間帯（8時~9時）で
ある「8:00~8:29」、「8:30～8:59」の割合が少なくなっている。

・どちらの取組も、取組規模を拡大した企業は、ピーク時間帯より遅い出勤時間帯にシフトする傾向がある。
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（ｎ = 1,362）
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Q3:Q1において、「テレワーク」「時差出勤」を選択されなかった企業

・以前はテレワークを実施していた企業が約8割ある一方、 以前は時差出勤を実施していた企業が約4割

・テレワークに比べ、時差出勤はまだ試したことが無い企業が半数以上存在する。

7これまでの時差出勤の現状についてこれまでのテレワークの現状について

（ｎ = 557）（ｎ = 382）
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Q4, 5: 従業員の出勤割合と時間帯

2023年12月の従業員の出勤割合とその時間帯

・約半数の企業が8割以上出勤していると回答

・出勤の時間帯としては8:30 ~ 8:59が一番多く、依然として通勤時間ピーク帯に出社する企業が最も

多い傾向は変わっていない。
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